
F50A シリーズ
　　           取扱説明書     

パイプマシン

ご使用前に必ず
お読みください

購入年月：　　　　　　年　　　　月

お買上げ店名：

ーお願いー
●この取扱説明書はお使いになる方に必ずお渡しく
ださい。
●なお、この取扱説明書は、お使いになる方が必要
なときにいつでも見られるところに大切に保管し
てください。
●安全に能率よくお使いいただくため、ご使用前に
必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みになっ
てください。
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　警　告

安全にご使用いただくために
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⑫  オイルパン等で使用される場合のご注意
オイルパン等にマシンを入れて作業される場合、マシンを台の上に載せ、油に浸からない状態で作業を行ってください。
マシンが油に浸かった状態で作業を行いますと、油を吸い上げてモータが破損する原因になります。

安全にご使用いただくために

F50A ねじ切機 使用上のご注意
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切断、ねじ切り等の作業を行う前に、必ず以下の項目についてチェックしてください。異常があった場合は「修理・サー
ビスを依頼される前に」の項目に症状を照らし合わせ、該当する指示に従ってください。そのまま使用されますと、事
故やケガの原因となります。

1. ご使用前にブレーキがかかることを確認してください。
・本機はスイッチをOFFにすると同時にブレーキがかかるようになっていますが、ブレーキは条件によって効かなかった
り、効きが悪くなることがあります。ご使用前にブレーキの効きを確認し、完全に停止してから次の作業を行ってください。

2. カーボンブラシは必ず指定品を使用してください。
・指定外のカーボンブラシを使用すると、ブレーキがかからないことがあります。
3. 保管場所は湿気の少ないところを選んでください。
・湿気の多い場所で長期間保管すると、モータに酸化皮膜が発生し、ブレーキがかからなくなることがあります。湿気
の少ない場所に保管してください。

  警　告

  警　告

ON

OFF

図14

図15

①本体のスイッチをONにし、主軸を回転させてください。
・モータからの異音や異臭等がないか確認してください。
・取付けたパイプが振れを起こしていないか確認してください。振れ
等がある場合はパイプを取付け直してください。

・ダイヘッドからねじ切油が十分出ることを確認してください。また、
ストレーナが十分に隠れるだけのねじ切油が入っていることを確認
してください。

②数分間無負荷で回転させてください。
・モータに異常な発熱等がないか確認してください。
③本体のスイッチをOFFにして回転を停止させてください。
・すぐに回転が停止することを確認してください。
　本機は安全性向上のため、ブレーキ付きモータを使用しています。
ブレーキ付きモータの注意点（下記）をよくご理解の上、正しく使
用してください。

ブレーキ付きモータは、スイッチをOFFにした後の空転を最小限に
抑え、不意の事故やケガを防止することを目的に採用しました。従来
のモータに比べ、はるかに少ない回転で停止することができます。

ただし、ブレーキは条件によっては効かなかったり、効きが悪くなる
ことがあります。以下の注意をよくお読みになって、正しく使用してく
ださい。

上記の対策でもブレーキが効かない場合は、お買い上げの販売店もしくは最寄りの当社営業所に修理を依頼してください。

作業の準備（作業前の点検、ブレーキ付きモータについて）

8. 作業前の点検

9. ブレーキ付きモータについて

●以下のような場合はブレーキの効きが悪くなります。
原　因 対　策

カーボンブラシが摩耗している場合 指定の新しい専用カーボンブラシに交換してください。
連続使用によりモータが加熱している場合 モータが冷えるのを待って再び使用してください。
モータに酸化皮膜が発生した場合 無負荷で 10 分程度モータを回転させてください。

表 3
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カッタハンドル

ハンマー
チャック

カーボンブラシキャップ

セーフティーカバー

カバー

カッタ受け

刃物（超硬）

スイッチ

スピンドル
ロックピン

キャブタイヤコード

パイプマシン

超硬カッタ

AC100V電源へ

図16

図17

図 18

カッタは必ず正しい位置にセットしてからパイプを回転してください。
カッタの位置がずれていると、パイプに有害な傷を付けたり、本体を
破損する恐れがあります。

接続作業はマシン本体、超硬カッタ両方の電源スイッチをOFFにし、
差し込みプラグをコンセントから抜いた状態で行ってください。
不意に起動して、事故やケガの原因となります。

  注　意

  警　告

①使用しないダイヘッド・リーマを起こしてください。
②パイプの切断箇所を定めてパイプをしっかり固定します。
③パイプカッタをパイプ径より大きく開いて図のようにあてがい、パイプ
の切断箇所にカッタの刃を合わせてハンドルでローラーと刃が軽くあ
たるところまで近づけてください。

④スイッチを入れ、カッタハンドルをパイプ1回転で1/2 以内の割合い
で回してください。（図16）

※切断のときに最初から強い力で切り込むと、パイプの切り口が楕円形
に歪み、正しい真円のねじが切れない場合があります。切り始めは、
軽く締め付けながら徐々に切断してください。

形 式 TC-50
品 番 170308
切 断 能 力 8A～ 50A
切断可能パイプ SGP、各種被覆鋼管
電 源 100V(50/60Hz)
モ ー タ シリースモータ
無負荷回転数 3100min -1 (60Hz)
周 速 633m/min (60Hz)
質 量 3.35kg
寸 法 L348 x W78 x H124 mm

刃物の材質・形状 超硬・φ65（外径）x φ25（内径）x 1.6（厚み）
x 50（刃数）

六角棒スパナ 4mm・6mm　各 1本
プラスドライバー 1本
片口スパナ※ 13mm　　1本
全 超 硬 刃 （品番：170310）本体付 1枚

作業の手順（パイプの切断）

10. パイプの切断

10-2. 超硬カッタによるパイプの切断
F50A、F50A Ⅲ、F50AZにもTC-50（オプション）を取付けて超硬カッタを使用することができます。
超硬カッタでの切断は、以下の手順に従ってください。

パイプマシンのキャブタイヤコードを超硬カッタのパイプマシン接続用
コネクタに接続してください。（図18）

■各部の名称■超硬カッタ仕様

■超硬カッタ標準付属品

1. コードプラグの接続

ステンレス管を切断する場合は、ステンレス管用
カッタ刃（品番：135077）をご使用ください。

表 4

表 5
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作業の手順（面取り）

③

押す

送りハンドル

図 27

図 28

リーマはあまり強い力でパイプに押しつけないでください。パイプに
有害な傷をつけたり、本体を破損する恐れがあります。
またリーマ刃は鋭利な刃物ですので、直接手で触れないでください。
ケガの原因となります。

  注　意

パイプカッタで切断した後は、必ずリーマで内面取りをしてからねじ切
りをしてください。
①使用しないダイヘッドとカッタを起こしてください。
②リーマを往復台にセットしてからリーマ握りを押して、リーマを突きだ
します。（図 27）

※ただし、パイプが長い状態でチャックにつかんでいる場合は、リーマ
軸を押さなくても面取りができます。

③リーマ握りを反時計方向に回してホルダーにセットします。（図 27）

④スイッチを入れてパイプを回転させてから、送りハンドルでリーマをパ
イプに押しつけ、パイプが 1回転以上したらリーマをパイプからはな
してください。これで面取りは完了です。（図 28）

11. 面取り
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作業の手順（F50A Ⅲによるねじ切り）

赤線

送りハンドル

図 29

図 30

図 31

図 32

・受けパイプの赤線が往復台でかくれた位置からねじ切りを開始する
と、ねじが切れ上がるまでに往復台が主軸台に当たり、事故や破
損の原因となります。（図29）
・ねじ切り作業中に回転が停止した場合は、すぐにスイッチを切り、
コンセントを外してください。モータの故障や火災の恐れがあります。

・自動切上ダイヘッドは、ねじ切り完了時などに急に開きます。
　油や切粉が飛び散る恐れがあり、事故やケガの原因となりますの
で、作業中は手や顔を近づけないようにしてください。

  警　告

  警　告

このマシンには、2種類の自動切上ダイヘッド（½～ ¾）（1～2）が付
属しています。取付けられているダイヘッドがパイプサイズに適合してい
るか確認してください。
ねじ切りするパイプ径に合ったダイヘッド及びチェーザを使用してください。
また、ステンレス管へのねじ切りは、ステンレス管用チェーザとオイルを
使用してください。

①希望するサイズにセットされているか確認してください。
　サイズ変更する場合（図 30）
1. 位置決めノッチを図 30の矢印①の方向に倒す。
2.サイズ表示プレートに表示されている希望のパイプサイズに位置決
めノッチを合わせる。（矢印②）

3.位置決めノッチを矢印③の方向に倒しながら、ノッチの溝に位置決
めピンをはめ込む。

②案内セットノブを矢印④の方向に止まるまで押すと、ダイヘッドはセッ
トの位置になります。スイッチを入れると、オイルはダイヘッドから自
動的に注油されます。

③送りハンドルを時計方向に回して、パイプにダイヘッドを押しつけ、
チェーザを食いつかせてください。（図 31）

④ねじが 3～ 4山切れれば後は自動的にねじが切れ、ねじが規定の長
さになると、切上レバーによりチェーザが自動的に開きます。

⑤送りハンドルを反時計方向へ回してダイヘッドをパイプから離します。

12.REX F50A Ⅲによるねじ切り(自動切上 )

赤線

■ねじ切りの注意事項（図 32）

・パイプにチェーザを食いつかせる時のご注意

パイプの先端にチェーザの切刃を軽くあててください。強くあてすぎ
るとチェーザをいためたりして寿命が短くなります。パイプの先端に
チェーザの切刃があたりましたら、最初は軽く力を入れて送りハンド
ルを時計方向に回し、次第に力を加えしっかりと食いつかせてくださ
い。チェーザがパイプに食いつきますと、引っぱり込まれるようになっ
て送りハンドルに力をかけなくてもひとりでに送り込んでいきます。



ねじを太くするとき ねじを細くするとき
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作業の手順（F50A Ⅲによるねじ切り）
■自動切上ダイヘッドのしくみ
案内セットノブ（図 30 参照）を押し上げてダイヘッドをねじ切りのセッ
ト状態にします。そしてパイプにねじを切っていきますと、パイプ端面が
切上レバーにあたり、徐々に押し出していきます。パイプに切られたねじ
が規定長さになりますと、切上レバーが押し上げられ、チェーザがパイ
プから離れねじ切りが終わります。（図 33-1）

■ねじ長さの調整方法（図 33-2）
①切上レバーを押し、チェーザが開いた状態にしてレバー当りボルトを
少しゆるめます。

②長くする時はリーマ側へ、短くする時はカッタ側へレバー当りを動かし
調整します。

③レバー当りボルトをしっかり締めつけます。
ひと目盛り調整量
・ 1B ～ 2B　……約 １ 山
・½B～¾B　…… 約 1.3 山

■サイズ調整板によるねじ絞りの調節（図 35、36）
ねじ絞りの調整が位置決めピンカラーを一杯に回してもできないときは、
次の手順でサイズ調整板を入替えてください。
①ノッチ軸をマイナスドライバーで緩めます。
②位置決めノッチを押さえながらノッチ軸を外します。
③位置決めノッチをその下にあるピンとバネが飛び出さないよう、注意
しながら外します。

④サイズ調整板を図 36- ①、②のどちらかを選び挿入してください。
⑤バネ及びピンを切上げブロックの所定の穴に入れ、位置決めノッチで
押さえます。

⑥ノッチ軸を上げブロックに通し、位置決めノッチ、サイズ調整板をセッ
トします。

⑦マイナスドライバーでノッチ軸をしっかり締めつけてください。

■ねじ絞りの微調整（図 34）
レッキス自動切上ダイヘッドは各サイズ毎にねじ絞りの微調整ができます。
位置決めピン固定ボルトを少しゆるめてください。位置決めピンカラー
を「右に回せば太め」「左に回せば細め」のねじが切れます。
※位置決めピンカラーを回すときのご注意
位置決めピンカラーを3目盛ほど「時計方向」に回し、逆方向に戻し
ながら絞り調整目盛を最適な位置に合わせてください。
ひと目盛り調整量
・ 1B ～ 2B　……約 1.5 山
・½B～¾B　…… 約 2 山

注意：ねじ絞りを調整するときは必ずねじゲージをご使用ください。

図 33-1

図 34

図 35

図 36

図 33-2



レバーナット
偏芯台

緩める
緩める

偏芯台サイズ目盛
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締める

締める
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作業の手順（F50A によるねじ切り）

レバーナット

偏芯台偏芯台サイズ目盛

ダイヘッドサイズ目盛

締める
緩める

送りハンドル

遊び
ゆっくり偏芯ハンドル

図 37

図 38

図 39

図 40-1 図 40-2

■ねじ切り
①ねじ切りのサイズ寸法を合わせるには偏心台の目盛りを、ダイヘッドの
サイズ目盛りのねじ切り寸法に合わせて、レバーナットを締めて固定
してください。（図 37）

②スイッチを入れますとオイルはダイヘッドから自動的に注油されます。

③送りハンドルを右回り方向に動かしパイプにチェーザを押しつけ食い
つかせてください。ねじ山が 3～ 4 山切れればあとは自動的にねじ
が切れます。このマシンに使用されているシリースモータは、回転数
が周波数に左右されず、負荷によって自動的に変化します。（図 38）

④ねじが規定の寸法まで切れましたら、偏心ハンドルを徐々に矢印の方
向に持ち上げてチェーザを開きねじを切り上げます。

　（このとき急激にチェーザを開くとねじに段差がつき、ねじの仕上りが
悪くなります。）（図 39）

⑤送りハンドルでダイヘッドをパイプから離せばねじ切りは完了です。
ダイヘッドを上の位置に起こすと油は止まります。

■ねじ切り寸法を合わせる時の注意事項
①ねじ切り寸法を合わせる時には、偏心ハンドルを必ず
手前に倒してから、ダイヘッドのねじ切りサイズ寸法と
偏心台の目盛りを合わせてください。（図 40-1）

②レバーナットは手でしっかり締めるだけで充分です。
ハンマー等で叩き締めする必要はありません。

③太いめ、細いめのねじを切るには、偏心台の目盛りを
サイズ目盛りの線より手前にずらして合わせると太く、
反対に向側にずらして合わせると細く切れます。

　（図 40-2）

受けパイプの赤線が往復台でかくれた位置からねじ切りを開始すると、
ねじが切れ上がるまでに往復台が主軸台に当たり、事故や破損の原
因となります。（P14  図 29）

  警　告

～½（ザーェチと台2ドッヘイダの）2～1（）½1～½（てしと品属付準標 ¾）
（1～1½）（1½ ～2）3 組が付属しています。ご希望のサイズのチェー
ザをセットしてお使いください。
チェーザはミニ40A、N40A、S40A、N50A、S50A、50ADX、NS50A、
80ADX、N80A、S80A、NS80A、F80Aと兼用してお使いいただけます。
※旧タイプの油の出ないダイヘッドは、ご使用いただけません。
ねじ切りするパイプ径に合ったダイヘッド及びチェーザを使用してください。
また、ステンレス管へのねじ切りは、ステンレス管用チェーザとオイルを
使用してください。

13.REX F50Aによるねじ切り(手動切上 )















商品の仕様は予告なく変更することがあります。
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①本機は正常な使用状態において万一故障した場合、下記により無償修理またはサービス部品を無償供給します。
　●無償修理保証期間はご購入後1年です。
　●修理・サービス部品供給については、お客様との打合せにより日程・手順・方法等を決定し対応します。

②有償修理について
　●無償修理保証期間をすぎた時は修理・サービス部品供給は全て有償になります。
　●無償修理保証期間内でも次の場合は有償修理となります。
（イ）本取扱説明書通り取扱わなかった場合
（ロ）用途以外に使用した場合
（ハ）本取扱説明書通りに修理しなかった場合、また改造した場合
（ニ）刃物または消耗部品の場合
（ホ）非常に過酷な使い方をした場合

③次の場合は当社は一切責任を負いません。
（イ）火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、および公害や異常電圧による不具合または事故
（ロ）本取扱説明書通りに取扱わない場合
（ハ）使用上の誤り、または不当な修理や改造を行なった場合
（ニ）本機で成形したねじを使用または放置したために生じる不具合または事故
（ホ）本機で成形したねじを継手に接合する時の不具合または事故、および継手に接合した後に生じる不具合および事故

④本機に関して当社の費用負担が生じた時の負担額は、いかなる場合も本機のご購入価格以下とします。

保証・免責事項について

東 京 支 店
大 阪 支 店
札 幌 営 業 所
仙 台 営 業 所
東 京 営 業 所
前 橋 営 業 所
神奈川営業所
名古屋営業所
大 阪 営 業 所
広 島 営 業 所
九 州 営 業 所
本 社
工 場

東京都練馬区谷原5丁目13番30号
東大阪市菱屋東 1 丁 目 9 番 3 号
札幌市東区東苗穂5条2丁目7番15
仙台市若林区卸町 3丁目 1番 13 号
東京都練馬区谷原5丁目13番30号
群馬県前橋市元総社町 932 番 8 号
神奈川県厚木市関口 150 番地の 1
名古屋市中川区澄池町 9 番 3 号
東大阪市菱屋東 1 丁 目 9 番 3 号
広島市佐伯区八幡東 4丁目 3番 8号
福岡市博多区麦野3丁目18番26号
大阪市中央区西心斎橋1丁目4番5号
東大阪市菱屋東 1 丁 目 9 番 3 号

〒 1 7 7 - 0 0 3 2
〒 5 7 8 - 0 9 4 8
〒 0 0 7 - 0 8 0 5
〒 9 8 4 - 8 6 5 1
 〒 1 7 7 - 0 0 3 2
〒 3 7 1 - 0 8 4 6
 〒 2 4 3 - 0 8 0 4
〒 4 5 4 - 0 8 0 6
〒 5 7 8 - 0 9 4 8
〒 7 3 1 - 5 1 1 5
〒 8 1 2 - 0 8 8 2
〒 5 4 2 - 0 0 8 6
〒 5 7 8 - 0 9 4 8

T e l . 0 3 - 5 3 9 3 - 6 0 11
 T e l . 0 7 2 - 9 6 1 - 1 2 0 1
T e l . 0 11 - 7 8 7 - 4 6 11
 T e l . 0 2 2 - 2 3 2 - 1 6 9 7
T e l . 0 3 - 5 3 9 3 - 6 0 11
T e l . 0 2 7 - 2 5 3 - 8 6 9 1
 T e l . 0 4 6 - 2 4 5 - 3 9 8 1
T e l . 0 5 2 - 3 5 1 - 1 5 5 1
T e l . 0 7 2 - 9 6 1 - 1 2 0 1
T e l . 0 8 2 - 9 2 7 - 9 5 9 1
T e l . 0 9 2 - 5 8 3 - 111 0

お客様相談窓口   0 1 2 0 - 4 7 5 - 4 7 6
受 付 時 間： 月 ～ 金 ･ 9：00 ～ 12：00  13：00 ～ 17：00
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